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『

伊
勢
物
語
』

成
立

私
考
　
第
二

稿

1
紀
貫
之
と

の

距

離

ー

心

境
や、

そ
の

政
・

官
界
に

お

け

る

背
景、

加
え

て

同

世
代
の

歌
人

の

筆
に

な

る

い

く

つ

か

の

作
品

の

形
態
・

内
容
等
を

考
慮
に

入

れ

つ

つ
、

『

土

佐

日

記
』

出
現
に

至

る

ま
で

の

文
壇
を

中
心

に
、

ふ

た

た

び
こ

ん

ど

は

別
の

角
度
か

ら

原

「

伊
勢
物
語
」

の

存
在
を

予

想
す

る

も

の

で

あ

る。
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井
上

英
明

　
本
『

紀
要
』

所
載
の

前
稿
で

は

「

伊
勢
物
語
成
立

私
考

−
流
動
す

る

み

や

ぴ

の

テ

ク

ス

ト

ー
」

と

題
し

て、
『

古
今
和

歌
集
』

成
立

の

背
後
に、

原
「

伊
勢
物
語
」 、

あ

る

い

は

「

在
五

が

物
語
」

と

も

言

う
べ

き

小
規
模
の

段
群
の

存
在
を

想
定
し

た
。

本
稿
は

す
な

わ

ち
そ

の

第
二

稿
で

あ

る
。

　
こ

の

小
規

模
の

段
群
は

あ

る

程
度
「

物
語
化
」

さ

れ

た

在
中

将
の
一

代
記

で

あ

る

こ

と

が

予

想
さ

れ

る

の

で

あ

る

が、

そ
の

成
立

の

鍵
を

握
る
の

は
、

何
と

言
っ

て

も、

『

古
今
和
歌
集
』

の

撰
に

あ

た
っ

て

そ

の

中
心

的
役
割
を

果
し

た

紀
貫

之
と、

さ

ら

に

寛
平
（
九
三

六

−
九
四

四）

か

ら

延
喜
（

九
四

八

ー
九
六

九
）

に

か

け

て

活
動
し

た

歌

人、

文
人
の

在
原
業
平
と
い

う

人

物
像
に

対
す
る

反
応
如
何
で

あ

ろ

う
。

作
者
．

成

立

年
代
に

明
徴
あ

る

草
仮
名
に

よ

る

散
文
文
芸

作
品

は、

承
平
五

年
（
九
三
五
）

頃
の

成
立

と

さ

れ

る

『

土

佐
日

記
』

を

も

っ

て

嚆
矢
と

す

る

の

で、

業
平
像
の

核
心

に

迫

る

有
力
な

入
物
の

一

人

は

紀
貫
之
だ

と

言
っ

て

よ

か

ろ

う。

　
本
稿
は

貫
之

が

仮
名
に

よ

る

虚
実
交
り
の

日

記
文
芸
を

も

の

す

る

に

至
っ

た

時
の

　
紀
貫

之
は

在
原
業
平
の

生

存
中

に

少
年
時
代
を

送

り、

宇

多
（

八

八

七

−
九
六）
・

醍

醐
（
八

九
七

−

九
三

〇）
・

朱
雀
（

九
三

Q
−
三

八
）

の

三

代
に

歴

仕
し

た
の

で

あ

る

が、

こ

と

に

『

古
今
和
歌
集
』

撰
進

と
い

う
大

業
に

携
っ

た

の

は、

時
あ

た

か

も

醍

醐
帝
の

「

延
喜
の

御
代
」

と

後
世

か

ら

追
慕
景
仰
さ

れ

る

聖
代
に

あ

た
っ

た
。

　
史
家
に

よ

れ

ば
こ

の

「

延
喜
の

御
代
」

こ

そ

は

前
の

寛
平
（

八

八

九
−
八

九
七）
．

昌

泰
〔
九
四

五

−
九

四

七
）

を

承

け
て
、

　一

時
的
で

あ

る

に

せ

よ、

天

皇

親
政
が

復
活
し

、

律
令
体
制
が

か

ら

く

も

維
持
さ

れ

た

時
期
だ

と

言
わ

れ

る
。

宇
多
天

皇
は

関
白
藤
原

基
経
の

薨
後
（

寛
平
三

年
一

月

十
三

日、
『

紀

略
』

・
『

公

卿
補
任
』

他
） 、

摂
・

関
の

職
を

置
く
こ

と
な

く、

儒
林
出
身
の

菅
原
道
真
を

登

用
し、

皇
権
の

拡
大
に

つ

と

め

た
が
、

三

十
九

歳
を

も
っ

て

御
位
を

皇
太

子

敦
仁
親
王

（

当

年
十
三

歳
）

に

譲
る

と

き

も、

そ

の

心

中
は

藤
原
氏
北
家
の

進
出
を

押
え

て

菅
原
氏
・

紀
氏

を

政
務
の

ブ

レ

イ

ン

と

す
る

こ

と

で、

醍

醐
親
政
に

お

け

る

後
顧
の

憂
な

き

を

期
し

た

の

で

あ

る
。

そ
の

こ

と

は

端
的
に、
『

寛
平
御
遺
戒
』

の

内
容
か

ら

理

解
で

き

る
。

す

な

わ

ち
、

左

大

臣

藤
原
時
平
（
八

七
一
ー
九
〇
九）

に

対
し

て

は
、

左

大

将
藤
原
朝
臣
者

、

功

臣
之
後、

其
年
雖
レ

少、

巳

熟
二

政
理→

先
年
於
二

女

事一

有
レ

所
レ

失、

朕
早
忘
却、

不
レ

置
二

於
心
→

朕
自
二

去
春一
加
＝

激
励一

令
レ

勤
二

公

事→

又

己

為
二

第
｝

之
臣→

能
備
二

顧
問→

而

従
二

其
輔
道
ハ

新
君
慎
之、

『

伊
勢
物
語
』

成
立
私
考

井
上

英

明

＊

言

語
文
化
学
科

　
教
授

　
日

本
古

典
文

学
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贋

星

友

学

研

究

艇
翌

【
日

本
文

化
学
部
・
言
詒

文

化
学
科
M

第
七

弓
　一
九

九
九
年

と

あ

る
。

時
平

は

関
白
太

政
大

臣

基

経
の

嫡
男

で

あ

る
。

そ

れ

を

、
功

臣

之

後
L

と

言
い
、
．

先
年
於
女
事
有
所

失
ー

は、
『

今
翫

日

物
語
』

巻
二

卜
二

に

説

話
と

し

て

出
て

く

る

大
納
言
圜
経
の

妻
を

盗

ん

だ

こ

と

を

指
す

の

で

あ

ろ

う

が、

「

早
忘
却
不

置
於

心
」 、
」

自
春
加

激
励、

令
勤
公

事
：

…
ド

と、

以

ド
の

文

は

ま

さ

に

帝
王

学
の

器
量

の

大

き

さ

を

思

わ

せ

る
。

だ
が
、

菅
原
道
真
に

つ

い

て

は

が

ら

り

と

趣
き

が

変
る
。

右

大

将
菅
原

朝

臣、

是
鴻
儒
也、

又

深
短
二

政
事→

朕
選

為

博
士→

多

受
二

諌

正→

仍
不

次
登

用、

以

答
二

其
功へ

加
以

朕
前
年
立一．
東
宮・
之
日、

只

与
二

菅
原

朝
臣
一

人

論．
定
此

事

安
知

尚

侍
居
レ

之）
、

其
時
無
二

共
相
議
者
一

人→

又

東
宮
初
立

之

後、

木
レ

経一一
二

年→

朕
有
一
譲
位
之

意→

朕
以

此

意へ

密
々

語

菅
原

朝
臣へ

而
菅
原

朝
臣
中、
ム

、

如
レ

是
大
事、

自
有
二

天

時ハ

不
レ

可
レ

忽、

不

レ

吋
レ

早
云

々、

仍
或
上
；

封
事
→

或
吐
・
誼

言（

不
レ

順
一
朕皿一．、
［、

又

又

正

論
也

、

干
二

丁

今
年→

告
こ

菅
原

朝
臣・
以
…
朕
志
必

可
レ

果
之

状、

着
原
朝
臣
更
無
レ

所

レ

申、

事
々

奉
行、

至．・
干

七

月

可
レ

行

之

議
人

口
五

々

、

殆
至一一
於
欲
〆
延・

引

其
事→

骨
原

朝
臣
中
耳

、

大
事
不
二

再
挙一

串
留
朗
変

生
云

々

、

遂

令一

朕
意
如

レ

石

不
P

転、

惣
而

言
〆
之、

菅
原
朝
臣
非
二

朕
之
忠

臣へ

新
君
之

功
臣

乎、

入

功

不
ピ
可
ン

忘、

新
君
慎
之
ム

々

、

　

高
棟
王

の

男

で

「
深
ク

公

事
に

熟
シ

ク
」

宇
多
帝
直

属
の

蔵
入

頭

を

務

め

た

平

季

長
−．
鈍ハ
に、

紀
貞
範
の

男

で

図
書
頭、

文
章
博
レ、

人

学
頭、

侍
従

を

歴

兼
し、

こ

れ

ま

た

主

E
讎
近

の

紀
長
谷

雄
に

至
っ

て

け、
「
博一．
渉
経
典《

共
大

器
也、

莫
レ

憚

昇

進（

新川
君
憶…
之
」

と
い

つ

た

絶
大

な

る

信
頼
で

あ

る。
　
こ

の

『

御胞
退

戒
』

の

聖

旨

を

読

み

く

ら
ぺ

る

と、

と

く

に陣
官

原

道
自π
の

「

不

次

の

登

用
一

が

口」
砿

っ
。

い

か

に

諸

臣

に

下

し

た

公

平
無
私
の

帝
王

学
そ

の

も

の

の

宸
翰…
と

は

い

え、

立

太

了

の

儀
に

お

い

て

は

道
真
た

だ

人
と

根
計
っ

て

事
を

定
め、

二

年
後
の

譲
位
に

あ

た
っ

て

も

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　

2

みドヂ
みり

一

密
々

」

道
真
に

洩
ら

し
、

道

真
は

か

か

る

大

事
に

は
．

天

の

崎
L

あ

り
・
三．
百

い
、

「

忽
に

す
べ

か

ら

ず、

早
く

す
べ

か

ら

ず
一

と

し

て

「
封
事
−

を

た

て

ま

つ

り
、
一

直

言
」

を

吐

さ、

宇
多
帝
の

「

意
を

し

て

石

の

ご

と

く

転
ぜ

ざ

ら

し

め
つ
．

と

な
っ

て、

総
評

、

「

骨
原
朝
臣
は

朕

が

忠

臣

の

み

に

非

ず、

萩
君
（
醍
醐

帝
）

の

功

巨
な

ら

む

意、。

人
の

功
は

忘

る
べ

か

ら

ず
。

新
君
慎
め
」

と
、

道
真
へ

の

思
い

入
れ

は

度
を

越

し

て

深
い

。

こ

れ

で

は

左

大

将
藤
原

時
平
が

い

か

に

少
壮、

政
理

に

熟
す

藤
氏

き
っ

て

の

俊
秀
で

あ

り、

藤
氏
檀

権
の

基

を

築
い

た

某
経
の

嫡
男
で

あ
っ

て

毛、

人

臣
の

常、

籠
臣

道

真
へ

の

嫉
視
た

だ

な

ら

ぬ

も

の

が

あ
っ

た

に

違
い

な
い

。

な

お

醍

醐

帝

立

太

予
の

［、

帝
と

道
真

と

の

間
に

た

だ
．

人、

陪
接
を

許
さ

れ

た

女

性
は

藤
原

長

良
の

女、

淑
r
で

あ

り、
『

西

宮

記
』

巻
三
一

除
目

−

に

よ

れ

ば、

寛

平

九

年
六

月

ト
九

日

に

宇
多
帝
の

「

養
母

之

勤
」

と

な

り、
『

政
治
要

略
』

巻
三

ト
の

「

奉一一
昭

宣

公一
書
一

に

は、
「

尚
侍
殿

下

者、

A
、

上

（
宇
多

帝
）

之

所・

母

事（

其

労

之

為
レ

重、

雖一

中

宮一
而

不
ノ

得、

雖
二

大

府
〔

墓

経
y
面
不
レ

得
」

と

あ
っ

て

菅
氏、

紀

氏
を

挙

げ

て

藤
氏

を

排
除
し

よ

う

と

す

る

宇

多
帝
の

切
迫

し

た

危

機
意
識
が

あ

ら

わ

に

見

え

て

く

る

よ

う

で

あ

る
。

　
と

こ

ろ

が

宇

多
帝
寵
臣
の

菅
原
道
真
は

時
平
の

讒
冂

と
い

う

よ

り、

藤
原

氏

北

家

の

進
出
の

前
に、

あ

え

な

く

筑

紫
国
太

宰
府
に

左

降
（
延
喜一
兀

年
眠

月．一
十

五

旦
。

；

の

寛
平
・

延

惹
の

、−
聖
代
L

も

た

ん

に

律
令

政
治
の

故
態
が

最

後
の

夕
映

え

を

放

っ

た

ま
で

の

乙

と

で
、

や

が

て
一

条
朝
に

お

け

る

藤
原

道
長
の

摂
関
体
制
が

盤
石

化

す

る

ま

で

の

一

時

の

泡
沫
の

ご

と

き

歴
史゚
の

一

階
梯
に

過

ぎ

な

か

っ

た

と

言

う
の

は

多
く

の

史
家

の

説

く

と
こ

る

で

あ

る
。

け

れ

ど

も、

ま

だ

こ

の

時
期

は

藤
原

氏
が

他

氏
排
斥
を

強

行
し

て

来
た

に

し

て

も
、

　一

応
は

天

阜
親
政
の

方
向
に

足

並

み

を

揃
え、

か

ら

く

も

律

令
体
制
の

維
持
に

天

阜
と

廷

臣

気

を
．

に

し

て

努
力

す

る

と
こ

ろ

で

あ

っ

た
。

そ

の

こ

と

は

道
肖耳
を

讒
言

し

失

脚
さ

せ

た
当−
の

藤岬
原
時，
竪
が、

実
際

上

の

執

笋
工

善

で

は

な

か
っ

た

に

せ

よ、

延
壼円
の

初
発、
『「
二

代
実
録
」

五

卜

巻、
｝

下

延

喜
格
』
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一Eleotronio 　Library 　



Meisei University

NII-Electronic Library Service

Meisei 　university

十

巻
を

撰
進
し

て

い

る

こ

と

で、

あ
く

ま

で

も

天
皇

親
政
の

功
臣
た

る

面
目

を

発
揮

し

た
こ

と

か

ら

も

う

な

ず
か

れ

る
。

そ

し

て

間
も

な

く

延
喜
三

年
二

月

十
五

日
、

道

真
は

九

州
大

宰
府
配

流
の

地

に

春
秋
五

十
九

を

も
っ

て
、

左

大
臣
時
平
も

十
一

年
後

の

九

年
の

四

月

四

日

に

跡
を

追
う
か

の

よ

う
に

三

十
九

歳
を

も
っ

て

薨
じ

た

（

『

紀

略
』）
。

し

た

が

っ

て

寛
平
三

年
（

八

七

じ、

藤
原
基
経
の

薨
去
か

ら

四

十
年
ば

か

り

し

て

そ

の

次
男
藤
原
忠
平
（

八

八

〇
．
九
四

九
）

が

延
長
八

年
九
月
二

十
二

旧
．

天

慶
四

年
十
一

月

八

日

に

摂
関
の

地

位
に

復
す
る

ま

で

の

問、

言
い

換
え

れ

ば
、

宇
多
．

醍

醐
の

両
朝
に

わ

た

る

紀
貫
之
の

生

涯
こ

そ

は、

と

に

も

か

く

に

も

天

皇
親
政
が

維
持

さ

れ、

外
国
と

の

交
渉
は

外
に

絶
た

れ、

内
に

は

和
歌
を

中

心

に

国
風
の

振
興
の

気

運
盛
ん

な

る

も
の

が

あ

り、

宮
廷
に

は

各
種
の

歌
合
せ

が

流
行
し
、

ひ

た

す
ら

漢
文

学
に

対
峙
す
る

国
文
学
の

興
隆
の

時
運

に

向
っ

て

い

っ

た

の

で

あ

る
。

『

古
今
和
歌

集
』

「

仮
名
序
」

の

貫
之

の

文

は

こ

う
し

た

政
治
・

外
交
政
策
を

背
景
と

し

て

考
え

な

け

れ

ば
、

と

て

も

そ

の

真
意
は

掴
め

な

い
。

し

か

も

藤
原
氏
他
氏
排
斥
の

犠
牲
に

な
っ

た

他
の

衰
落
の

貴
族
は

人
麿
以

来
の

和
歌
勃
興
の

道
に

才
華
を

拓
く

こ

と

に

よ

っ

て、

天

皇
親
政
の

恋

闕
の

情
に

か

ろ

う
じ

て、

あ

る

い

は

芸
術
的
矜
恃
を

も
っ

て

繋
り

え

た
の

で

あ

る
。

　
『

古
今

和
歌
集
』

撰
者
四

人
が
、

こ

と

ご

と

く

藤
原
氏

以
外
の

氏
姓
に

出
る

微
官

で

あ

る

こ

と

は

如
実
に

こ

の

こ

と

を

物
語
る

が、

そ

れ

に

し

て

も

藤
原
北
家
に

対
す

る

天

皇

−
宇
多
・

醍
醐

ー
の

執
意
は、

政
略
の

余
波
と

し

て

逆
に

文
芸

に

実
効

を

み

せ

た

わ

け

で

あ

る
。

す
な

わ

ち、

大

内

記
紀
友
則

、

御
書
預
紀
貫
之、

前
甲
斐

少

目

凡
河
内

躬
恒、

右

衛
門
府
壬

忠
岑
（

『

古

今
和

歌
集
』

仮
名

序
）

と、

彼
ら

の

官

職
は

政
権
の

中

枢
と

は

お

よ

そ

縁
遠
い

も

の

で

あ
っ

た
。

し
か

も

そ

う
い

う
微
官
の

廷

臣
た

ち
に

醍
醐
天

皇
は

「

い

ろ
こ

の

み

の

い

へ

に

む

も

れ

木

の、

人
し

れ

ぬ

こ

と

と

な

り

て

ま

め

な

る

と
こ

ろ

は、

花
す
」

き

ほ

に

い

だ

す
べ

き

こ

と

に

も

あ

ら

ず

な

り

に

た

る
L

（
『

古
今

和
歌
集
』

仮
名
序）

私
的
抒
情
詩
の

勅
撰
を

決
断
し、

落
飾
後
の

『

伊
勢
物
語
』

成
立

私
考

井
上

英
明

宇
多
天

皇

も

洛
外
大

井
川
へ

の

行
幸
（

延
喜

七

年
九
月

十
目

（

『

紀
略
』）
） 、

亭
子

院
歌

合
の

開
催
（
延

喜
十
三

年
三

月

十
三

日
）

を

挙
行

し、

漢
詩
・

漢
文
の

世

界
か

ら

国

文

学
へ

の

彼
ら

の

文
芸
的
余
技
に

公
的
権
威
を

賦
与
せ

し

め、

神
代
以

来
の

和
歌
文
学

に

こ

う
し

た

廷
臣

の

美

的
世
界
へ

の

出
世

間
的
要

求
を

満
足

さ

せ

る

こ

と

に

す

ぐ
れ

た

政
治
的
判
断
を

下

し

た

の

で

あ

る
。

し

た

が

っ

て

貫
之
の

文

芸
的

生

命
は

宇
多
．

醍
醐
両
帝
の

王

政
復
古

の

意
思
な

く

し

て

は

到
底
考
え

ら

れ

ぬ

も
の

な
の

で

あ
っ

た。

　
『

古
今

和
歌
集
』

と

『

大

井
川

行
幸
和
歌
』

の

両

仮
名
序
は

す

ぐ

れ

た

国

文

で

あ

る

に

せ

よ、

漢
文

的
思

考
が

先
行
し

て

お

り、

行
文
に

は

六

朝
以

来
の

四

六

駢
儷

体

の

遺
響
が

あ
っ

て、

あ

く

ま

で

も

天

皇
と

男
性
中
心

の

宮
廷
を

意
図
し

て

彫

琢
さ

れ

た

も

の

で

あ
っ

た

と

い

う
こ

と

が

で

き

る
。

　

　
か

く
こ

の

た

び

あ
つ

め

え

ら

ば

れ

て

山

し

た

み

つ

の

た

え

ず、

は

ま

の

ま

さ

ご

の

か

ず
お

ほ

く
つ

も

り

ぬ

れ

ば

い

ま

は

あ

す

か

が

は

の

せ

に

な
る

う

み

も

　

　
　

　
　
た
　

　エ
　
　ゐ
　

　モ
　

　あ
　
　も
　

　マ
　
　

マ
　

　モ
　

　ヘ
　
　

へ
　

　も
　
　ゐ
　

　
へ
　

　も
　

　
へ
　

　あ
　

　あ
　
　も
　

　ヨ
　

　
も
　

　モ
　
　へ

き

こ

え

ず、

さ

 

れ

い

し

の

い

は

ほ

と

な

る

よ

ろ
こ

び

の

み

ぞ

あ
る

べ

き

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
（

『

古
今

和
歌
集
』

仮
名
序
）

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　
め　　　
も
　
　　モ
　
　　あ　　　カ
　
　　た

　
…

…

…

行
く

水

の

大

堰
の

川

辺

に

行
幸
し

給
へ

ば
、

久

方
の

空
に

は

棚
引
け

　
　
　
　
　
る
　

　モ
　

　ね
　

　り
　
　ね
　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　モ
　

　へ
　

　ゐ
　

　マ
　

　あ

る

雲

も

な

く

行
幸
に

候
ひ、

流
る

る

れ

ば

底
に

濁
れ

る

塵
な

く

て

御
心

に

ぞ
か

も
　　　セ
　
　　
も

な
へ

る

（
『

大

井
川
行
幸

和
歌
』

序
）

　

両

仮
名
序
の

特
徴
的
な

文
体
と

判
断
さ

れ

る

部
分
を

抜
き

写
し

て

み

た

が
、

か

く

流
麗

に

し

て
一

見
堂
々

た

る

文

章
の

中
の

背
後
に

、

い

か

に

貫
之
が

宇
多
・

醍

醐
両

帝
の

権
威
に

支
え

ら

れ、

こ

れ

に

小

心

翼
々
、

忠
誠
を

さ

さ

げ
る

こ

と

に

お

い

て

の

み

歌
人
と

し

て

の

栄
光

と、

精
神
の

典
雅
な

秩
序
を

保
ち

え

て

い

る

か

が

推
測
さ

れ

る
。

し

か

し、

三

十
一

文
字
の

形
式
を

神
代
よ

り

伝
え

ら

れ

た

絶
対
的
な

も

の

と

あ3
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第
七

号

　一
九

九

九

年

え

て

信

じ、

そ

れ

を

標
榜
し、

そ

の

端
正

な

詠
歌
が

多
く

類
型
に

執
し

つ

つ

も、

和

漢
に

ま

た

が

る

博
学
の

占
典

主
義
者
と

し

て

当

時
の

歌
壇
に

指
導
的
な

役
割
を

果
し

得
た

の

は、

終
生

藤
氏
権
門

の・
∫

流
を

離
れ

た
一

文
官
と

し

て

律
儀
に

身
を

処
さ

ざ

る

を

え

な

か
っ

た

か

ら

で

あ

る
。

貫
之
が

そ

の

祿
々

た

る

官
歴

の

終
末
に

あ

た

り、

つ

い

に

仮
面

を
つ

け
つ

づ

け

た

面

貌
を

失
っ

て
、

よ

り

私
的
な、

よ

り

内

面
的
な

ひ

情
の

機
微
を

敢
え

て

侍
女

の

筆
に

仮
託
し

て

認
め

ざ

る

を

得
な

か

っ

た

こ

と

は、

お

そ

ら

く

歌
壇
の

巨

匠

晩
年
の

悲
喜
劇
と

も

言
え

る
。

『

土

佐
日

記
』

に

は
ユ

ー

モ

ァ

と
ペ

ー

ソ

ス

を

ま

じ

え

た

戯
作
者
流
の

筆
つ

か

い

が

あ

る

に

せ

よ、

獲
麟
は

全

篇
の

語

戯
．

諧
謔
を

う
ら

ぎ

る

か

の

よ

う
に

老
学
匠

の

私
的
悲
し

み

の

境
涯
を

伝
え

て

い

る
。

　

わ

す

れ

が

た

く、

く

ち
を

し

き
こ

と

お

ほ

か

れ

ど
、

ま

れ、

と

く

や

り

て

ん
。

え

つ

く

さ

ず
。

と

ま

れ
か

う

　

も
っ

と

も、

恵
慶
の

頃
に

は
「
つ

ら

ゆ

き

が

と

さ

の

日

記
を

え

に

か

け

る
」

も
の

が

あ

っ

て、

さ

ら
に

『

後
撰
集
」

は

『

土

佐
日

記
』

の

歌
を

貫
之

作
と

し

て

羇
旅
歌

に

入

れ

て

い

る

か

ら
｝

破
り

す
て

た
L

わ

け

で

は

な
い

に

し

て

も、

こ

の

ポ

ー

ズ

こ

そ

が

醍

醐

親
政
の

擬
翻
を

も

問
わ

ず
語
り

に

語
っ

て

い

る

か

の

ご

と

く

で

あ

る
。

し

か

し、

も

と

よ

り

そ

の

こ

と

が

右

の

獲
麟
の

真
意
を

転
儺
さ

せ

は

し

な
い

。

　

従
来、
『

圭

佐
日

記
」

の

主

題

と

し

て

貫
之

の

歌
学
上

の

理

念
や

知
識
を

指
摘
す

る

人

は

多
い

が、

そ

れ

は

作
者

が

当

時
第
一

級
の

歌
詠
み

と

あ
っ

て

み

れ

ば、

む

し

ろ

当
然
の

知
的
虚
栄
の

披
露
に

す

ぎ

な

い
。

こ

こ

で

『

土

佐
日

記
』

執
筆
の

動
機
を

特
に

注立
思

深
く

索
ね、

作
者
の

心

理
の

内

讎

に

思
い

を

致
す

と、

わ

が

邦
叡
々
唱

日

記

の

開
山

と．
う

た

わ

れ

た

独
創
の

人

も、

つ

い

に

伝
統
を

迂

回

し

て

そ

の

オ

リ

ジ

ナ

リ

テ
ィ

を

か

ち
得
る

こ

と

は

ゆ

る

さ

れ

な

か
っ

た

こ

と

を

思
い

知
ら

さ

れ

る
。

そ
こ

で

4

い

さ

さ

か

当

時
の

貫
之
の

心

事
に

立

ち

人
っ
て

考
え

、

い

く

つ

か

の

先
行
作
晶

を

予

想
し

て

み

る
。

　

延
長
八

年
ハ

九
三

〇
）

正

月

土

佐
守
に

任
ぜ

ら

れ

て

か

の

地

に

下
っ

た

貫

之

は、

僻
陬
の

地

に

あ
っ

て

政
務
に

携
わ

る

傍、

か

ね

て

の

醍
醐
天

皇

勅
命
通
り

二．
弘

仁
よ

り

延

長
に

至

る

詞
入
の

作
．

を

抽
い

て

「

新
撰
和

歌
集
』

四

巻

を

編
纂

し

た

が、

そ

の

前

後
に

あ

っ

て、

ま

さ

に

骨
髄
に

徹
す

る

悲

し

み

を

味
わ

っ

て

い

る
。

す’、
怯

わ

ち、

醍
醐

天

皇

〔
延

長
八

年

九

月
ニ

セ
九

日
） 、

宇
多
法
皇

（

承
平

元

年
七

月

九

琶
、

藤
原
兼

輔
（
承
平一…．
年
二

月

レ
八

日
） 、

さ

ら

に

『

土

佐
目

記
』

に

お

け

る

貫

之

の
、

女
児、

こ

の

四

入
が

つ

ぎ
つ

ぎ

に

崩
御、

薨
世、

死

没

し

た
こ

と

で

あ
る
。

終
生

の

パ

ト

ロ

ン

た

る

両
帝
に

先

立

た

れ
、

上

佐
で
一

女

を

失
い
、

『

新
撰

和
歌
集
』

「

伝
勅
」

の

藤

大

納
言
兼
輔
（

こ

れ

も

帝
に

つ

い

で

彼
の

バ

ト

卩

ン

で

あ
　、

た

と

言

わ

れ

る
）

も

他

界

し

た

帰
京
当

初
に

あ

っ

て、

な

お

も

表

現
の

魔
に

憑
か

れ

て

筆
硯
を

洗
っ

た

貫

之

の

心

中
に

は
、

そ

れ

を

察
す

る

に

余
り

あ

る

資
料
を

彼
白
身
の

作
品
に

お

い

て

確
め

る

こ

と

が

で

き

る
。

す
な

わ

ち、
『

新
撰
和
歌
集
』

の

序
文
で

あ

る
。

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
も
　
　

　　
ヘ
　

　へ
　

　あ

．
…，・
：・
貫
之

未
レ

及
コ

抽
撰
→

分
レ

憂
赴
任

。

政
務
餘

景
漸
以

撰
定。

！
中
略

ー

ー

貫
之

秩
罷

歸
日

。

將
二

以

上
7

献
レ

之
。

橋

山
晩
愁
雲

之

影

巳

結。

湘

濱
秋

　
　

　

　

　

　
　

　
へ
　

あ
　

へ
　

も
　

る

　

ヘ
　

ヘ
　

ロ
　

　

　
　マ
　

も

　

　

　も
　

　
　

ヘ
　

ヘ

　

セ
　

　

　
　も
　

モ
　

モ
　
　

も

竹
悲
風

之

聲
忽

幽
。

傳
勅
納
言
亦
巳

薨
逝

。

空

貯

妙

辭

於
箱
中．「

獨

屑
落
二

涙

た
　　も　
　

も
　　　
　
　ヘ　
　ヤ　　し
　
　も　　カ　
　
　　　
ヤ
　　へ　
　

も
　　め

干

襟
上
→

若
貫

之

逝
去、

歌
亦

散
逸
…

…

　

心

中、

醍
醐
天

阜
の

不

例
を

気
に

し

な

が

ら

任
に

赴
き、

帰
京
す

れ

ば

兼
輔
も

一．
亦
巳
L

に

薨
じ

て

い

た。

貫
之

と

兼
輔
と
の

関
係

は

彼
が

宰
相
に

な

っ

た

時、

慶

賀
の

詠
歌
を

贈
っ

て

い

る

し

（一

貫
之

集
．

六

九．

∵−
『

朝
日

古

典
全

書
し

、

官
位
こ

そ

ち

が

え
、

日

頃

か

ら

老

齢
を

忌

憚
な

く

嘆
き

合
う

間

柄
で

あ
っ

た

し、

ま

た

貫

之

は

兼
輔
を

頼
っ

て

い

た
こ

と

が

『

貫
之

集
』

に

お

け
る

次
の

歌
の

「

松
に

か

く
る

る
「
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一Eleotronio 　Library 　



Meisei University

NII-Electronic Library Service

Meisei 　university

の

比

喩
で

わ

か

る
。

お

な

じ

中
将
（
兼
輪
）

の

み

も

と

に

い

た

り

て、

り
ゐ

て、

酒

な

ど
の

む
つ

ぴ

で

に

か

れ

こ

れ

松
の

も

と

に

下

　

　

　

　
も
　　あ　
　

ヘ
　　
ヘ　　マ
　
　

や　　モ　　
　
　　　
　
　　　
　
　　　
　
　　　
　
　
　　　
　
　　　
　モ

影
に

と

て

た

ち

か

く

る

れ

ば

唐
衣
濡
れ

ぬ

雨

降
る

松
の

声
か

な

　

兼
輔
の

薨
去
を

記
し

た

『

新
撰
和
歌
集
』

序
文

の

文
字
は

さ

ら

に

貫
之

の

悲
し

み

を

伝
え

た

歌
に

よ
っ

て
、

そ

の

意
味
が

十
分

に

理

解
で

き

る

よ

う

で

あ

る
。

 
兼
輔
の

朝
臣
な

く

な

り

て

後、

田

の

家
に

て

土

佐
の

国
よ

り

ま

か

り

上

り

て
、

か

の

粟

植
ゑ

お

き

し

二

葉
の

松
は

あ

り

な

が

ら
君

が

千
歳
の

な

き

ぞ

悲
し

き

（

『

後
撰
和

歌
集
』

巻
二

十）

 
あ

る

上

達

部
（

兼
輔
）

の

失

せ

給
へ

る
の

ち、

久
し

く

か

の

殿
に

ま

ゐ

ら

で

ま

ゐ

れ

る

に、

琴
ど

も

淋
し

く

あ

は

れ

に

鳴
り

た

る

に、

前
栽
の

草
木
ば

か

り

ぞ

か

は

ら

ず
お

も

し

ろ
か

り

け

る
。

秋
の

も

な

か

な

り、

風
寒
く

吹

き

て、

竹
・

松
な

ど

の

お

も

し

ろ

け

れ

ば、

詠
み

て

上

に

奉
り

入

る

る

松
も

み

な

竹
も

別
れ

を

思
へ

ば

や

涙
の

時
雨

ふ

る

心

ち

す
る

（
自

撰

本
「

貫
之

集
』

（

山

内
家
蔵
切
）

t
萩
谷

朴
氏
「

朝
日

古
典
全

書
」

所
収）

な

お
、

右
 
の

詞
書
は

歌
仙
家
集
本
に

は

「

京
極
の

中
納
言
う

せ

給
ぴ

て

後、

粟

『

伊
勢

物
語
』

成
立

私

考

井
上

英
明

田

に

住
み

給
ふ

と

こ

ろ

あ

り

け

る、

そ
こ

に

到
り

て

前
栽
に

松
竹
な

ど

あ

る

を

み

て

よ

め

る
L

と

あ

る

の

で、

前
歌
 
「

植
ゑ

し

お

き

し
」

と

同

時
の

詠
で

は

な

か

ろ

う

か
。

　

こ

の

よ

う

な

環
境
に

あ

り

な

が

ら、

貫
之

は

な

お
一

官
吏
と

し

て

の、

現

実

的

で

み

じ

め

な

悲
哀
に

見
舞
わ

れ

て

い

た
の

で

あ

る
。

や

は

り

『

貫
之

集
』

に、

ヘ
　　ヘ　
　モ
　
　も　　モ
　
　モ　　へ　
　も

官
な

く

歎
く

あ

ひ

だ
、

正

月

の

こ

ろ

ほ

ひ
、

坊
城
の

左

衛
門
（

師
輔
）

の

督

の

も

と
に

大
臣

殿
（

忠
平
）

の

よ

き

さ

ま

に

申
し

給
へ

と

申
し

奉
る

つ

い

で

に
、

こ

れ

奉
り

給
へ

と

て

奉
る

朝
日

さ

す
か

た

の

山

風
い

ま

だ

に

も

身
の

う

ち

寒
き

氷
解
け

な

ん

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
よ

枯
れ

果
て

ぬ

埋

れ

木
あ

る

を

春
は

な

ほ

花
の

ゆ

か

り

に

避
く

な

と

そ

思
ふ

　

萩
谷
朴
氏
に

よ

る

と

（
朝

日

古
典
全

書
『

土
佐
日

記
』

・
「

紀
貫

之

全

集
』

頭
注
） 、

こ

の

「

官
な

く

て

歎
く

あ

ひ

だ
」

は、

貫

之

が

土

佐
か

ら

帰
京
し

て

天

慶
三

年
玄
蕃
頭
に

な

る

ま

で

の

五

年
間
の

空
白
期
を

さ

す

と

言

う
。

そ
こ

で

も

し
こ

の

五

年

間
が

官
な

く

て

風

塵
を

走
る

境
涯
で

あ

っ

た

の

な

ら、

老

齢
の

貫
之
に

残
さ

れ

た

の

は、

お

そ

ら

く

過

去
へ

の

回

想
し

か

な

い
。

そ
の

こ

と

は

土

佐
か

ら

帰
京
し

た

承

平
五

年

の

十

二

月、
「

い

に

し
へ

を

恋
ふ

る

心

の

あ

る

が

う
へ

君
を

今
見
て

ま

た

ぞ

恋
ふ

べ

き
」

（
他
撰
本
『

貫
之
集
』）

と

詠
ん

で

い

る
こ

と

か

ら

推
察
さ

れ

る
。

こ

の

歌
は

詞
書
に

よ

る

と

当

時
左

衛
門
督
で

あ
っ

た

実
頼
の

男

女

君
達
の

冠
り

と

裳
着
の

夜
に

、

殿
の

歌

の

返

し

と

し

て

詠
ん

だ

も

の

で

あ

る
。

貫
之
の

歌
の

核
心

は、
「

い

に

し
へ

を

恋
ふ

る
」

に

あ
ワ

て、

眼
前
の

君

達
で

は

な

い
。

　

そ

し

て

既
掲
『

新
撰
和
歌
集
』

「

序
文
」

は

約
三

十
年

前
の

『

古

今
和
歌
集
』

「

仮5
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明

星

大

学
研

究

紀

要

【
日

本

文

化

学
部
・
言
五脚
文
化

学

科回

第
七
号

一
　

し　
し

L、

一
ノ
L
ノ、
rノ
臼．

名
序
」

の

意

気
軒
昂
た

る

に

く

ら
べ

て
、

全
篇
悲
愁
の

影
に

つ

つ

ま

れ

て

い

て
、

し

か

も、
「

昌

延

喜
之

御

宇

…

…
」

と

起
筆

し

て

い

る

こ

と

が、

き

わ

め

て

暗
…
小

的
で

あ

る
。

し

た
が

っ

て

こ

の

時
の

貫

之

の

心
中

は

未
来
に

希
望
と

て

な
・
＼

激
し

く

国

文

学
振
興
時
の

過
去
に

接
近

し

て

い

た

筈
で

あ

り、

序
文

を

草
す
る

筆
は

亡

き

醍

醐

天

皇
へ

の

追
憶
を

誘
い
、

さ

ら

に

そ

れ

が

三

十
年
前
の

『

古
今

和
歌

集
』

撰
進
の

延

⊥
陦

の

思
い

出
に

結
ば

れ

て、

柔

上

と

自
分

と

が

と

り

も

な

お

さ

ず

惟
転

同

親
王

と

在
五

中

将
と

の

恩

愛
に

比

さ

れ

た

は

ず

で

あ

る
。

こ

れ

が

通
常
の

目

本
入
に

理

解
可

能
な

感
覚
で

あ

る
。

「

新
撰
利
歌
集
』

、．
序
文
」

・
『

貫

之
集
』 、

さ

ら

に

は

で

き

あ

が

っ

た

「

上

佐
11
記
』

末
尾
の

一

節
を

交
彑

に

考
え

合
わ

せ

る

時、

わ

ず
か

六

卜
H
足

ら

ず

の

日

記

を

書
く

の

に、

何
か

作
者
の

精
神

に

た

だ

な

ら

ぬ

動
揺
が

あ
っ

た

よ

う

で

あ

る
。

も
っ

と

も
、

『

土

佐
目

記
』

に

は

作
者
を

忘
れ

て

読
む

か

ぎ

り、

明

る

い

俳
諧

的
風

刺
や、
語
戯
や、

京
に

近
づ

く

無
心

の

喜
び

な

ど、

到
る

と

こ

ろ

に

見

ら

れ

る

こ

と

は

す

で

に

諸
家
の

指
摘
す

る

と

こ

ろ

で

あ

る
。

し

か

し

滑

稽
・

諧
謔
は

必

ず

し

も

作

者
の

心

境
の

順

風
を

意
味
し

な

い
。

そ
の

逆
で

あ

る

場
合
が

多
い
。

既
述
の

ご

と

く、

作
者
周
辺

の

事
情
と

心

境
を

察
す

る

に
、

そ

れ

ら

を

こ

と
ご

と

く

作
者
の

明
る

い

心

か

ら

の

笑
い

だ

と

み

な

し

が

ち
の

通
説

に

は

大

い

に

疑
閊
が

持
た

れ

る

わ

け

で

あ

る
。

む

し

ろ

貫
之

の

か

か

る

ユ

ー

モ

ア

と

明
る

さ

は、

眼
底
に

涙
な

き

を

得
な

い

ア

イ
ロ

ユ

イ
ー

と

解
す
べ

き

で
、

そ

の

こ

と

が

同

時
に

敢
え

て

仮
名
の

採
用
・

女
性

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
へ　　　た

仮
託
・

虚

構
へ

の

意
志

等
々

の
、

姿
態
に

粉
飾
さ

れ

た

近
代

文
学

的
悪

弊
を

生

じ
せ

し

め

た
の

で

は

な

か

っ

た

の

か
。

二

の

へ

ん

の

経
緯
に

つ

い

て

は、

か

つ

て

石

川
徹

氏
が
、

臼

田

甚
瓦

郎
・

小

宮
豊
隆
・

重
友

毅
・

萩
谷
朴
の

諸
氏
〔
石

川

氏
『

古

代
小

説

史

稿
，

所

収
「
「
t

佐
凵

記
に

於

け
る

虚

構
の

意
義
一）

が

尽

く

し

て

い

る

の

で
、

今
は

立

ち

入
り
⇔

時
で

は

な
い

が
、

た

だ

『

土

佐
日

記
』

に

お

け

る

藷…
謔
・

明
朗
性
の

真
音
心

は、

石

川

氏
が

引
い

て

賛
し

て

い

る

a
前

掲
書
」

一

六
三

頁）

藤
岡

作
太

郎
の

批
評、
「
国

学
者
評
し

て

軽
妙
洒

脱
、

洵
に

わ

が

占

文
の

標
本

た

る

に

適
ふ

と

す、

さ

れ

ど、

余

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
6

蓼

輩
の

見
に
・

乳
ぱ、

上

佐
日

記
の

特
色
と

し

て

推
さ

る

る

滑

稽

諧
謔
は、

真
の

滑
稽

諧
謔
に

あ

ら

ず

し

て、
　｝

見

極
め
て

重

苦
し

く
、

単

に

文
学

上
の

遊
戯
に

す

ぎ

ず、

そ

の

文

軽
妙
な

る

が

如
く

し

て

し

か

も

軽
妙
の

境
を

去

る

こ

と

遠
き

に

あ

ら

ざ

る

か
｝
（

『

国
文

学
史

講
話
」

＝
…
○
頁
）

と

い

う

解
釈
が
、

今
日

に

滅
び

な

い

よ

う

で

あ

る
。

ま

た
、

岡
一

男
の

「

貫
之

白
身
譁

厳
な
い

ち

め
ん

頗
る

諧
謔
を

好
ん

で

お

り
、

そ

れ

が

こ

の

日

記
の

箸
し

い

特
徴
を

な

し

て

い

る

こ

と

は

動
か

せ

な
い

が、

そ
れ

と

二

れ

と

は

決
し

て

矛
盾
す

る

二

と

な

く、
　…

方

は

現
象

と

し

て、

他

方

は

本
質
と
し

て

存
在
し

て

い

る
」

〔
「

紫

式

部
U
記
」

ま

で

の

日

記

文
芸

1
ー

『

源
氏

物
語

の

基
礎

的
研

究
」

一

九

四

−
五

頁
） 、

と

い

う

批
評
で

万

事
は

解
決
す

る

と

言

え

る
。

『

土

佐
口

記
』

中
の

語

戯
・

滑

稽
・

諧
謔
の

妙
は、
『

竹
取

物
語
』

か

ら

の

影
響
と

し

て

十

分

論
じ

得
る

し
、

貫
之

が

『

竹
取
物
語
」

を

絵
巻
物
と

し

て

筆

写
し

て

い

る

の

で

（
「

源
氏
物

語
」

絵
合）、

か

な

り

興

味一
深
い

結
論
を

予

想
で

き

る

が、
『

竹
取
物

語
』

は

作
者
の

私
生

活

か

ら
一

応

絶
縁
し

た

全

く

の

空
想
E

の

作
品
で

あ

り、
『

土

佐
日

記
』

の

先

行
作
晶

は

よ

り

現

実
的
で、

さ

ら

に

自
叙
伝
的

な

次．
兀

に

お
い

て

求

め

ら

れ

な

け
れ

ば

な

ら

な

い
。

で

は

承

平

五

年
以

前、

つ

ま

り

貫
之

の

周

辺

に

文

学
史
の

客

観
的
事

実
と

し

て

そ

の

よ

う

な

作
品
が

存
在
し

た

か
。

そ

れ

に

は、
一、
篁

物
語
』

∴「
平

仲
物

語
』

．
『

伊
勢
集
」

な

ど

が

考
え

ら

れ

る

が、

現
存
の

形

に

ま

と

め

ら

れ

た
の

は、

無

論、

貫

之

以
後
の

二

と

だ

ろ

う。

し

か

し、

こ

れ

ら
の

粉
本
が

相
当

に

物
語
化

さ

れ

た

も

の

と

し

て

ー
現
存
本

と

大

し

て

ち

が

わ

ぬ

も
の

ー
ー、

貫

之

以

蔚
に

流
布

し

て

い

た

と

し

て

も、

乙

の
…、…
つ

の

作
品

は、

『

土

佐
口

記
」

の

文

体
内
容
と

も

頗
る

性
質
を

異

に

す

る
。

そ

こ

に

は、
『

土

佐
日

記
』

の

語

戯
・

諧
謔
な

ど

少

し

も

な

く、

い

わ

ば

対

象
を
つ

き

は

な

し

て

な

が

め

る

自

嘲

的
な

ア

イ
卩

ニ

イ

ー

や

酒

脱

さ

が

欠

け

て

い

る
。

主

題
は

深
刻
で

（

『

伊
勢
集
L

冒
頭）、

う

ら

さ

び

し

く

（一．
平

仲
物
語
＝）、

グ

ロ

テ

ス

ク

（
「

篁
日

記
』）

な

も

の

で

あ

る
。

し

た

が

っ

て

そ

れ

ら

は

『

土

佐
U
記
」

を

生

み

だ

す

側
面

的
な

勢
力
と

し

て
、

あ

る

い

は
一

代
記
な

ら

ぬ

自
叙
伝
的
作

品

と
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し

て

形
態
的
に

『

土

佐
日

記
』

と

の

相
関
関
係
を

説
明

す
る

こ

と

は

可

能
で

あ

る

に

し

て

も
、

作
者
の

同
族
意
識
と

い

う

よ

り

精
神
上

の

血

脈
に

お

い

て、

篁
．

平

貞

文
・

伊
勢
の

御
を

貫
之

と

同
一

線
上

に

結
ぶ
こ

と

に

は

無
理
が

あ

る
。

で

は

誰
で

あ

ろ

う

か
。

　

紀
貫
之

の

先

輩
は

何
と

し

て

も

在
五

中
将
で

な

く

て

は

な

ら

な

い
。

す
な

わ

ち

『

土

佐
日

記
』

の

作
品
と

し

て

の

源

流
の
一

つ

は、
『

伊
勢
物
語
』

の

「

原
型
」

で

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

の

で

あ

る
。

「

原
伊
勢
物
語
」

あ

る

い

は

「

在
五

が

物
語
」

こ

そ、

『

土

佐
日

記
』

を

は

じ

め

と

し、
『

平
仲
物
語
』

・
『

伊
勢
集
』

等
の

出
現
の

可

能
性
を

生

み

だ

し

た

も
の

で、°

し

か

も

形
態
的
に

影
響
甚
大

な

ば

か

り

で

な

く、

彼
こ

そ

は

寛
平
・

延

喜
・

延

長
三

代
に

わ

た

る

芸

苑
の

偶
像
だ
っ

た

と

言
え

る。

今
は

そ

の

こ

と

だ

け

を

仮
説
と

し

て

か

か

げ
て、

た

だ

ち

に

成
立

期
の

明
確
な

『

土

佐
目

記
』

を

み

て

み

よ

う
。

　
『

土

佐
日

記
』

は

無
論、

恋
物
語
で

は

な

く、

紀
行
の

歌
日

記
で

あ

る
。

西

国

か

ら

京
都
ま

で

の

約
五

十

六

円

問
の

旅
行
記
で

あ

る
。

全

篇
を

貫
く

も

の

は、
「

け

ふ

は

み

や

こ

の

み

ぞ

お

も

ひ

や

ら

る

る
」

に

よ

っ

て

代
表
さ

れ

る

「

都
恋
し

さ
」

で

あ

る
。

こ

の

み

や

こ

の

世

界
へ

の

郷
愁
を
一

そ

う
効
果
あ

ら

し

め

る

た

め

に、

京
で

生

ま

れ

土

佐
で

死

ん

だ

女

児
へ

の

愛
惜
が

点
綴
さ

れ

て

い

る
。

も
っ

と

も、
「

都
恋
し

さ
」

を

主

題
と

し

た

歌
に

よ

る

旅
行

記
の

源
流
を

『

万

葉
集
』

羇
旅
歌
あ

た

り

に

も

っ

て

い

っ

て
、

そ

こ

か

ら

説
き

お

こ

せ

ぱ

話
は

別
で

あ

る
。

単
純
な

「

都
恋
し

さ
」

と

屈

辱
を

ひ

め

た

そ

れ

と

は

性
格
が

異
な

る
。

『

万

葉
集
』

の

場
合
は

古

代
帝
都
へ

の

観
想
が

生

き

て

お

り、

い

き

お

い

そ

の

恋
宮
も

国
の

「

ま

ほ

ろ

ば
」

的
古
代
で

あ

る
。

そ

こ

で

今
は

仮
り

に

舞
台

を

逆

転
さ

せ、

昔、
「

東
国
」

に

あ
っ

て

「

都
恋
し

さ
」

に

落
涙
し

た

詞
人
を

貫
之
に

近
い

落
魄
の

先
輩
に

探
せ

ば、

た

だ

ち

に

『

伊
勢

物
語
』

中
の

「

東
下
り

」

の

「

昔
男
」

在
中
将
が

浮
び

上
る

こ

と

は

自
然
の

な

り

ゆ

き

で

あ

る
。

す

ず
う

な

る

旅
路
に

あ
っ

て、

眼
に

触
れ

る

風
物
や

行
き

交
う

旅
人
に

『

伊

勢
物
語
』

成
立

私
考

井
上

英
明

託
し

て

京
に

思

う

人

を

し

の

ん

だ

作
品、

貫
之

は

お

そ

ら

く

三

十

年

前
の

延
喜
の

御

代
『

古
今

和
歌
集
』

撰
進
の

際
に

、

「

在
五

が

物
語
」

に

存
し

た

「

東
下
り

」

の

内

容
を

可
及

的
に

温

存
し
、

他
の

歌
に

比
べ

長

大

な

詞
書
を

付

し

て

こ

れ

を

「

羇

旅
」

に

収
載
せ

し

め

た
こ

と

は、

文
献
学
的
反
証
を

超
え

た

文
学

的
真
実
で

あ

る。

就
中、

在
中
将
の

東
国
出
奔
が

い

か

に

「

心

細
く

」 、

か

つ

「

わ

か

れ

ぢ
」

に

あ
っ

て

都
の

恋
し

さ

が

ど

れ

ほ

ど

切

実
だ
っ

た

か

を、

お

そ

ら

く、
『

古
今

和
歌
集
』

撰
進

以

前

に

貫
之

は

わ

れ

と

わ

が

身
に

お

い

て

実
感
し

得
て

い

た

は

ず
で

あ
る
。

す
な

わ

ち、

『

古
今

和
歌
集
』

羇
旅
に

お

け

る

在
中
将
の

「

東
下

り
」

の

二

首
後

に、

わ

れ

わ

れ

　
あ
　
　へ
　　も
　
　セ
　
　マ
　
　モ

は

貫
之

の

東
下
り
の

事
実
を

容
易
に

み

つ

け

る

こ

と

が

で

き

る。

　
あ
づ

ま
へ

ま

か

り

け
る

時、

み

ち

に

て

よ

め

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
つ

ら

ゆ

き

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
あ　　も　
　も
　　し　
　
　　　
も
　　セ　
　

へ
　
　も　　も

い

と

に

よ

る

物
な

ら

な

く

に

わ

か

れ

ち

の

心

ぼ

そ

く

も

お

も

ほ

ゆ

る

哉

　

お

そ

ら

く

こ

の

歌
は、

貫
之

の

青
・

壮
年
時
代
の

作
で

あ

ろ

う。

し

た

が

っ

て、

そ

の

時
か

ら

春
秋
す

で

に

三

十
を

越
え
、

今
度

は

西
国

の

辺

境
か

ら

京
都
の

自
宅
ま

で

の

陸
路
な

ら

ぬ

海
上

の

旅、

し

か

も

内
外
悲
痛
の

境
涯
に

あ
っ

て

こ

れ

を

草
す
る

に

あ

た

り、

業
平
朝
臣
の

し

た

た

め

た、

「

京
に

思

ふ

人
な

き

に

も

あ

ら

ず
」

．
「

わ

が

お

も

ふ

人

あ

り

や

な

し

や
」

な

る

詞
章
が
、

『

伊
勢
物
語
』

本
来
の

文

脈
と

は

別

に、

今
や

貫
之
の

心

象
に

お

い

て

亡

き

醍
醐
帝、

亡

き

兼
輔、

亡

き

女

児
ら

へ

の

イ

メ

ー

ジ

と

錯
綜
し

重

な

り

あ
っ

て

い

た

の

で

あ

ろ

う
。

し

か

も、

既

に

み

た

よ

う
に

近
親
四

入

を

喪
っ

た

身
辺

の

寂
寥
は、

と

り

も

な

お

さ

ず
惟
喬
親
王

と

業
平

が

桜
狩

り

し

た

渚
の

院
を

通
過

す
る

時
の

回

想
に

慰
め

ら

れ、

最
も

感
動

的
な

叙
述

と

な

り、

い

き

お
い

在
中
将
に

つ

い

て

は

二

度
の

言
及

と

な

る
。

こ

れ

は

異
例
の

こ

と

で

な

け

れ

ば

な

ら

な
い

。

西

国
土

佐
か

ら

京
へ

の

旅
日

記
の

発
想
は、

い

ろ

ん

な

面
で

「

原7
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明

星

大

学

研

究

紀
装

【
日

本
文

化
学
部

二三
R

詒

文

化

学
科】

第
七
号

　一
九

九

九
年

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
．
量

伊
勢
物
語
一

の

存
在
を

想
儺
せ

し

め

る

ば

か

り

で

な

く、

『

七

佐
日

記
』

全

体
の、

修
辞
・

技
巧
．

機
智
な

ど

も

じ

つ

に

在
中
将
の

故
智
に

あ

や

か

る

こ

と

す
・｝
ぶ

る

大

き

い

も

の

が

あ
っ

た
。

以

下．

具

体
的
に

太．
文
に

つ

い

て

み

る

と
、

卜
二

月

二

卜

七

目

条
に、

　

か

ち

と

り

も
の

の

あ

は

れ

も

し

ら

で、

お

の

れ

し

さ

け

を

く

ら

ひ

つ

れ

ば、

は

　

　

　

　

　

　

　

　
の
ド　
　　　
　

　

　

　

　

　

　

　

ミ　

や、
く
い

な

ん

と

て、
コ

し

ほ

み

ち
ぬ
。

か

ぜ

嶄

ふ

き

翻

心 ．
UL
。

ど

劇
わ

げ

ば、

謎

ね

に

の

り

な

ん

と

す
。

こ

の

を

り

に
、

あ

る

ひ

と

み
＼
を

り

ふ

し

に

つ

け

て、

か

ら

う

た

ど

も、

と

き

に

に

つ

か

は

し

き

を

い

ふ
。

ま

た
、

あ

る

ひ

と、

に

し

ぐ

僑

な

れ

ど、

が

酬

う

だ．
な

ど
い

ふ
。

　

こ

の

条
り

は

鹿

児
の

綺
の

浦
で

そ
の

守
の

兄

弟
と

酒
を

汲
み

交
し、

惜
別
の

歌
を

瓜

首
詠
ん

だ

直
後
の

乙

と

で

あ

る
。

そ

こ

で

 
は、
『

伊
勢
物
語
』

九

段
で

一

行
が

す
み

だ

河
の

ほ

と

り

で
、

　

そ

の

河
の

ほ

と

り

に

む

れ

ゐ

て

お

も

ひ

や

れ

ば

か

き

り

な

く

と

を

く

も

き

に

け

る

か

な

と

わ

ひ

あ
へ

る

に

わ

た

し

も

り

は

や
ふ

ね

に

の

秘
則
剳
ぐ

ね

錮
と

い 、
ふ

副

の

り

て

わ

た

ら

ん

と

す．
る

…

…

の
一

節
に

連

想
を

得
て

書
か

れ

た

も

の

で

あ

ろ

う
。

さ

ら

に

こ

の

よ

う
な

椎
測
を

強

め一
る

の

は、

 
「
に

し

ぐ
に

な

れ

ど、

か

ひ

う
た

な

ど

い

ふ
」

と
い

う
一

節
で

あ

る。

一

行
の

内、
一．．
あ

る

ひ

と
」

が

内

国

だ

け

ど、
「

甲
斐
歌
」

を

詠
ん

だ

と

い

う
こ

と

は
、

単

に
、

「

東
西

対
昭恥
の

諧
謔｝
」

（
岩
波
占

典
大

系
本
頭
注）

と
い
・
り

説
明

で

満口
疋

さ

せ

る

で

あ

ろ

う

か
。

勿
論、

そ

の

よ

う
な

諧
謔
を

ね

ら
っ

た

意
図

を

否
定
す

る

つ

も

り

は

い

さ

さ

か

も

な
い

。

む

し

ろ

そ

れ

は

正

し

い

判
断
で

あ

ろ

う。

し

か

し

本
稿
が

積
極

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
8

的
に

主
張
し

た

い

の

は、

幽

国

旅
中、

惜
別
の

シ

ー

ン

に

あ
っ

て

甲

斐
歌

、

よ

り

に

も

よ
っ

て

船
中

の

主

人

が

こ

の

東
国

の

歌
を

誦
ん

じ

た
二

と

は、
「

あ

る

人
」

が

貫

之

で

あ

る

だ

け

に、

彼
の

心

象
に

お

い

て

か

な

り

の

必

然
牲

を

有
す

る

も
の

だ

と

い

う
こ

と

で

あ

る
。

も

っ

と

も

他

に

も
こ

の

種
の

ユ

ー

モ

ア

は

あ

る

が

…

…
。

　

言

う
ま

で

も

な

く

甲

斐
歌
は、

往
時
に

あ
っ

て

「

東
圜
」

の

民

謡
と

さ

れ、
「

占

今
和
歌
集
』

巻
第
二

十
ハ

大
歌
所
御
歌
」

の

「

東
寄
」

に

二

首
〔
…
〇

九

七
−

九

八）

採
ら

れ

て

い

る
。

す

な

わ

ち
ヤ

マ

ト

タ

ケ

ル

の

神
詠
以

来
宮
廷

に

つ

な

が

る

も
の

で

あ

る
。

そ

し

て

貫
之

自
身、

唐
歌
に

対
す

る

倭
歌

と

し

て

親

し

ん

で

い

た

で

あ

ろ

う
。

そ

れ

を

こ

こ

に

出

し

た

の

は
、

場
面

文
脈
が

『

伊
勢
物
語
』

九

段
に

似
る

も

の

で

あ

る

だ

け
に
、

や

は

り

東
ド
り
の

連
想
の

な

せ

る

業
と

解
し

た

い

の

で

あ

る
。

な

お、

『

大

和
物
語
』

白

四

十
四

段
に

あ

る、

業
平
の

二

男

（

『

古

今

和

歌

集
目

録
』）、

在

原

滋

春
に

関
す
る

説
話
は

こ

の

こ

と

に

む

す

び

つ

け
て
】

段

と

興
味
深
い

も

の

で

な

く

て

は

な

ら

な

い
。

　

　

　
た

　

マ

　

う
　
　

　

ち
　

サ
　

マ
　

セ
　

も
　

へ
　

も
　

あ

　

へ
　

も

　

も
　

ハ
　

へ
　

も
　

　
　

も
　

ね
　

め

　

こ

の

在
次
君、

在
山
−

将
の

東
に

い

き

た

り

け
る

け

に

や

あ

ら

む、

こ

の

子
ど

も

も、

人
の

国
に

か

よ

ひ

を

な

む
と

き

ど

き

し

け

る
．

心

あ

る

物
に

て
、

入

の

国
の

あ

は

れ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゆ　
　も
　

　へ

に

心

細
き

所
々

に

て

は

歌
よ

み

て

か

き
つ

け

な

ど

な

む

し

け
る

ー
1
中
略

ー−
歌
ニ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ヘ　　モ
　

　あ
　

　を　　ヘ
　

　ヤ
　

　し　
　た
　

　も
　

　も
　

　ロ
　

　へ
　

　も
　

　し

首
有
り

i
ー

か

く

て

人

の

国
あ

り

き
ノ

＼
て、

甲
斐

の

国
に

い

た

り

て

住
み

け
る

ほ

ヤ
　
　ヤ

ど

に
、

病
し

て

死
ぬ

と

て

よ

み

た

り

け

る

　

　

　

　

　

　

　

　
ヘ
　
　モ
　　さ

　

か

り

そ

め
の

ゆ

き

か

ぴ

ち

と

そ

思

ひ

し

を

今
は

限
り

の

門

出

な

り

け

り、

と

よ

舷

て

な

む

死

に

け

る
。

此

の

在
次
君

の、
　一

所
に

具

し

て

知

り
た

り

け

る

人、

三

河

の

国

よ

り

の

ぼ

る

と

て
、

こ

の

駅
ど

も

に

や

と

り

て、

こ

の

歌
ど
も

を

み

て、

乎

は

見

知
り

た

り

け

れ

ば、

み

つ

け

て、

い

と

あ

は

れ

と

思

ひ

け

り

…

…

「
甲
斐

路
」

を

詠
み

こ

ん

で

果
て

た

滋
春
の

歌

は

『

古
今

和

歌

集
』

哀
傷
の

部
に

N 工工
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父
業
平
の

そ

れ

と

並

ん

で

あ

る

が
、

『

土

佐
日

記
』

で

は

西

国
だ

け

ど
、

甲
斐
歌
を

詠
ん

だ

「

あ
る

人
」

は、

父
の

東
下
り

を

思

い

う
か

べ

な

が

ら、

わ

が

父
の

因
果

で

な

お

東
国
甲
斐
国
の

話
を

聞

き

及

ん

で

い

た

に

ち
が

い

な

い
。

　

惟
喬
親
王

と

業
平
へ

の

貫
之
の

追
慕
は

二

月

九
日

条

に、

き

わ

め

て

感
動
的
に

叙

さ

れ

て

い

る
。

し

か

も
こ

の

両

人
が
、

か

つ

て

渚
の

院
で

桜
狩
り

を

し

た

こ

と

を

描

い

た

『

伊
勢
物
語
』

八

十
二

段
は、

そ

の

修
辞
に

お
い

て

強
く

『

土

佐
日

記
』

の

そ

れ

に

類
似
す

る
こ

と

を

詳
細
に

説
い

た

の

は

故
五

十

嵐
力

の

『

平
安
朝
文
学
史
』

上

で

あ
っ

た
。

二

月

九
日

1
か

く

て

ふ

ね

ぴ

き

の

ぼ

る

に、

な

ぎ

さ

の

院
と

い

ふ

と

こ

ろ

を

み

つ

 

ゆ

く
・
 

そ

の

院・

む
か

し

を

お

も

ひ

て

み

れ

ば、

お

も

し

ろ

か

り

け

る

と

こ

ろ

な

り
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
 

1

し

り

へ

な

る

を

か

は、

む

め

の

は

な

さ

け
り。

こ

こ

に

ひ

と

み
＼
の

い

は

く
、

こ

れ
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

む

か

し

な

だ

か

く

き

こ

え

た

る

と

こ

ろ

な

り
。

故
こ

れ

た

か

の

み

こ

の

お

ほ

ん

と

　

　

の

も

に
、

故
あ

り

は

ら

の

な

り

ひ

ら
の

中
将
の
、

「

よ

の

な

か

に

た

え

て

さ

く

ら
の

さ

か

ざ

ら

ば

は

る

の

こ

」

ろ

は

の

ど

け

か

ら
ま

し
L

と
い

ふ

う

た

よ

め
る

と

こ

ろ

な

り

け

り
。

　

右
は

『

古
今

和
歌
集
』

詞

書
で

は、
「

な

ぎ
さ

の

ゐ

む

に

て

て

さ

く

ら
を

よ

め

る
」

と

あ

る

だ

け

だ

か

ら、

や

は

り

『

伊
勢
物
語
』

八

十
二

段
前
半
の

内
容
を

踏
ま

え

て

い

る

も

の

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
。

殊
に

 
 
に

注
目

す
る

と、

主
従
の

情
愛
に

結

ば

れ

た

桜
狩
り

の

宴
が

、

貫
之
の

執
筆
時
か

ら

約
六

十

年
前
の

過
去
の

こ

と

と

し

て、

回

想
的
に

叙

さ

れ

て

い

る。

さ

ら

に

 
 
は、

す
で

に

五

十
嵐
の

批
評、
「

つ

い

此

問

亡

く

な
っ

た

人
を

懐
か

し

む

よ

う
な

心

持
」

（

『

前
掲
書
』

二

四

七

頁）

を

現
わ

す
も

『

伊

勢
物
語
』

成

立

私
考

井
上

英
明

の

で

あ

る

こ

と

は

間
違
い

な
く

首
肯
す
べ

き

と
こ

ろ

で

あ
ろ

う
。

因
み

に

惟
喬
親
王

は

寛
平

九
年
二

月

（
『

愚
見

抄
』）
・

（

『

古
今

和
歌

目

録
』

は

不
詳
）

・
（

『

紹

運

録
』

貞

観
十

五

年
二

月
二

十
五

日
）

と、

そ

れ

ぞ

れ

薨
時
に

異
同
を

み

せ
、

問
題

が

残
る

が
、

業
平

は

元
慶
四

年
に

卒
し

て

い

る

の

で

あ

り

（
『

三

代
実
録
』
） 、

お

そ

ら

く

業
平

に

遅
れ

る

こ

と

い

く

ば

く

も

な

く

親
王

も

薨
じ

た

の

で

あ

ろ

う
。

そ

う

す
る

と

そ

れ

は

貫
之

の

青
年
時
代
の

消
し

が

た
い

記
憶
で

あ

り、

右
の
一

行
に

は

見

る

か

げ

も

な

く

荒
廃
し

た

渚
の

院
に

「

故
人
」

の

詠
歌
の

響
を

聞

く

の

で

あ

る。

い

ま

け

ふ

あ

る

ひ

と、

と

こ

ろ

に

に

た

る

う

た

よ

め

り
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ヘ
　　ヘ
　

　ヘ
　

　へ
　　
も
　

　も
　
　

ヤ
　

　
あ
　

　ヘ
　

　セ
　
　へ
　　あ
　　エ
　

　も　
　も
　　も
　

　た

ち
よ

へ

た

る

ま

つ

に

は

あ

れ

ど
い

に

し
へ

の

こ

ゑ

の

寒
さ

は

か

は

ら

ざ

り

け

り

ま

た

あ

る

ぴ

と

の

よ

め

る

　

　

　

　

　
リ
　

へ
　

も
　

も
　

ヤ
　

あ
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　モ
　

へ

　

も
　

し
　

ヤ
　

ヘ

　

ヘ

　

セ
　

ヘ

　

マ

　

モ
　

の

き

み

こ

ひ

て

よ

を

ふ

る

や

と
の

む

め
の

は

な

む

か

し

の

か

に

ぞ

な

ほ

に

ほ

ひ

か

ひ

　

も

う
一

箇
所、

一

月

八

日

条

に、

業
平
歌
の

「

や

ま
の

は

に

げ
て

い

れ

ず
も

あ

ら

な

ん
」

が

引
か

れ、

親
王

に

対
す

る

貫
之

の

深
い

傾
倒
の

情
を

知
る

こ

と

が

で

き

る
。

　

そ

の

他、
『

土

佐
日

記
』

と

『

伊
勢
物
語
』

に

用
い

ら

れ

た

修
辞
の

類
似
を

指
摘

す

れ

ば

若

干
あ

る

が
、

結
果
的
に

言

え

ぱ

両
者
は

全

く

性
質
を

異

に

し

た

散
文
で

あ

る
。

周
知
の

ご

と

く

『

伊
勢
物
語
』

は

和
文
に

よ

る

物
語

文
の

典
型

で

あ

る

「

け

り
」

・
「

け
る

」

の

助
詞
詞

で

文
を

短

く

切

り

進
み、

過
去
に

生

起
し

た

事
象
を

「

現

象
現
在
」

（
岩
波

古

典
大

系
山

岸

徳

平
『

源
氏

物
語
』

9
補
註
一
）

に

お

い

て

詠
嘆
的
に

喚
起

し

て

い

く

方
法
が

と

ら

れ

て

い

る

が、

『

土

佐
日

記
』

で

の

「

け

り
」

（

十
八

例
）

・
「

け

る
」

（

十

四

例
）

は、

先

述
の

「

渚
の

院
」

や

「

阿
倍
仲
麿
」 ，
を

懐
想
し

た

条
に

頻
出

す

る

の

で

あ
っ

て
、

『

土

佐
日

記
』

全
体
を

領

す
る

典
型

的
な

文

体
は、9
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明

星

大

学．
峅

究

紀

要

門
日

本
文

化
学
部

：＝
呈叩
文
化

学

科】

第
仁

号
　
一
九
九

な

年

．

珂

十
二

日、

あ

め

ふ

ら

ず、

ふ

ん

と

き、

乙

れ

も

ち

が

ふ

ね

の

お

く

れ

　

　

た

り

し、

な

ら

し
つ

よ

り

む

ろ

に

つ

き

ぬ
。

　

　

卜
三

日

の

あ

か

つ

き

に、

い

さ

さ

か

に

あ

め

ふ

る
．

し

ば

し

あ

り

て

　

　

や

み

ぬ

ーー
ド

略

　

　

十
四

日、

あ
か

つ

き

よ

り

あ

め

ふ

れ

ば、

お

な

じ

と
こ

ろ

に

と

ま

れ

　

　

り−
　
．
下
略．
…
ー−−

二

月

十
二

ほ
、

や

ま

ざ

き

に

と

ま

れ

り。

　

　

十一．一
日
、

な

ほ

や

ま
さ

き

に
。

　

　

レ

四

日
、

あ

め

ふ

る
、

け
ふ

、

く
る

ま、

京
へ

と

り

や

る
。

と

い

っ

た

ぐ

あ
い

に
、

漢
文

訓
読
調
と、

三

口

う
よ

り、

も

と

漢
文

休
を

仮
名
に

書
き

改

め

た

よ

う

な

簡
浄

な

記

録
的
ス

タ

イ

ル

で

あ

る
。

し

か

も、

例
え

ば
、

副
詞

の

「

た

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

スドド

が

ひ

に
」

・
「

ひ

そ

か

に
」

・
「

す

み

や

か

に
」

 
は

な

は

た
L
・
「

い

ま

し
」

・
「

い

さ

さ

か

に
」

等
々

の

漢
文

訓

読

体
に

の

み

見

ら

れ

る

語
法

が

殆

ん

ど

全

文

を、
覆
っ

て

い

る

の

だ

が
、

『

伊
勢
物
詔
』

に

は

か

か

る

訓
読
語
の

川

法

は

き

わ

め

て

少

な

く、

む

し

ろ

例
外
的
な

も

の

と

言
っ

て

よ

い
。

と
こ

ろ

が、

こ

の

よ

う

に

両

者
は

頗

る

異

質
な

文

体
で

あ

る

に

も

か

か

わ

ら

ず、

時
と

し

て

『

王

佐
H
記
』

は

『

伊
勢
物
語
』

に

き

わ

め

て

類
似
し

た

修
辞・
L

の

特
色
を

み

せ

る

と
こ

ろ

が

み

ら
れ

る

の

で

あ

る
。

そ

の

共

通
性
と

異
質

性
を

判
別
し、

貫
之

は

あ

く

ま

で

も

『

伊
勢
物
語
』

の

骨
は

換
え

得

て

も

つ

い

に

胎

は

奪
い

得
な

か

ワ

た

ー
両

春
は

主

題

と

方
法

が

異

質
で

あ

る

け

れ

ど

も
i
ー

↓〕
と、

そ

の

こ

と

は

結
論
を

先
取

り

す

る

と
、

貫
之

が

『

ヒ

佐
日

記
』

に

用
い

た

修．
辞
上

の

テ

ク

ニ

ッ

ク

が

『

伊
勢
物
語
』

の

そ

れ

と

外

形
的
に

同
じ

で

あ
っ

て

も

本

質

的
に

は

畏

質

で

あ

る

た

め
、

そ

の

事
が

逆
に

貫
之

以

前
の

「

原
伊
勢
物

語
」

・

−

『

在

五

が

H
記
」

の

存
在
を

予

想
せ

し

め

る
こ

と

に

な

ろ

う

か

と

思・
つ

の

で

IO

あ

る
。

（
「

在
五

が

日

罵
と

は

毛

ち

う

ん

当
時
の

仮
称
で

あ

る。

今
日

み

る

口

記

文

俸
云

で

は

『

土

佐
凵

記
』

が

最
初
だ

か

ら
。

）

　

先
ず、
『

伊
勢
物
語
』

八

卜
二

段
に、
「−
か

み

・

な

か

−−

し

も

み

な

歌
よ

み

け
る
・

と

い

う
一

節
が

あ

る

が、

二

れ

が

『．
毛冂
佐

目

記
』

に

お

い

て．
笥

⊥

中
下
「
〔
†

二

封

一
十一
、

日

条）
．
「

か

み

な

か

し

も
」

尸
…
月

ニ

レ一
一
日

条）
・
「−
か

み

し

も
」

2
月

二

十
四

日

条）

と
こ 、
度
に

も

わ

た
っ

て

使
用

さ

れ、

し
か

も
こ

の

用

語
は

『

古

今
和

歌

集
』

の

詞

書
に

な

く

『

伊

勢
物

語
』

八

十

二

段
に

の

み

存
す

る

の

で

あ

る
。

そ

の

他、

コ

夜
一

夜
」
・
「

日

も

は

る
」

二

お

り

ゐ

て
」
・
「

た

へ

ず
し

て
」

な

ど

は、
「

伊

勢
物

語
し

・
『

古
A

，

和
歌
集
』

詞
書
に

す

で

に

そ

の

ま

ま

引
き

写
さ

れ

た

も

の

で

あ

る

が
、

殊
に

「

伊
勢
物
語
』

・
『

土

佐
日

記
』

両

者
に

お

い

て

似
て

非
な

る

も
の

の

典
型
的

な

表
現

法
と

し

て
、

客
体
的

乃

至

朧
化

的

自
己

表
示

に

用
い

ら

れ

た、

例
の

「

謙
退

卑

下
」

の

こ

と

ば

が

あ

る
。

す

な

わ

ち、

二

月

ヒ

日

条
に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
エ　　モ
　
　も　　も　　で

　

か

」

る

あ

ひ

だ

に、

ふ

な

ぎ

み

の

病
者
（
貫

之
）

、

も

と

よ

り

こ

ち
ノ

＼

し

も
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

も
　

ら
　

　

　

　

　
　

　

　
　
も

　

ヘ

　

へ
　

も
　

で
　

ヤ
　

ヨ
　

や
　

り

き

ひ

と

に

て、

か

う

や

う
の

二

と

（
歌）

さ

ら

に

し

ら

ざ

り

け

り
。

と

あ

る

の

は

明

ら

か

に

謙
退
卑
ド

の

意
図

を

も

つ
。

勢
物
詔
』

に

お

い

て

は
、

と
こ

ろ

が

こ

の

夷ハ
現
法

が

別

紐レ

　

　

　

　
へ　　　も
　　　モ　　　
リ　　　の　　ヘ　　　
ヘ　　　モ　　　ヘ　　　へ　　　も　　
　セ

店

と

よ

り

歌
の

こ

と

は

し

ら

ざ

り

け

れ

ば

　
（
爵
、

段
ハ
塗

籠

本
ナ

三
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ヘ　　　
ヤ　　　ヘ　　　ヘ　　　ヘ　　　ヘ　　　モ　　　へ　　　も　
　　ヤ

む
か

し

お

と

こ

有

け

り

う

た

は

よ

ま

ざ

り

け

れ

ど

世
の

中
を

思

し

し

り
た

り

け

り
〔
百
二

段。）

と

な

る

の

で

あ

る
。

佃

し

−

塗

籠
本
」

（

全

文
）

・

後
者
は

占

本
系
の

「

最
福
寺
木
縣

に

の

み

欠

け
て

い

ぜ
」、

断
ぬ

疋

を

急ム
气

こ

と

は

さ

し

ひ

か

え

ら
れ

る
。

が、

そ

の

他
の
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諸
本
に

は

す
べ

て

こ

れ

を

載
し

て

い

る

か

ら、

あ

な
が

ち
に

貫
之
の

創
造
発
明
に

か

か

る

も

の

で

は

な

か

っ

た

で

あ

ろ

う
。

　
　

月
九
日

条
に

、

ま

た

『

土

佐
日

記
』

で

は

自
己

を

「

翁
ぴ

と
」

と

呼
称
し

て

い

る

と

こ

ろ

が

あ
る
。

か

く

ゆ

き

く

ら

し

て、

め

ひ

と

り、

…

…

と

ま

り

に

い

た

り

て、

お

き

な

び

と

ぴ

と

り、

た

う

『

伊
勢
物
語
』

に

あ
っ

て

は、

殊
に

後
半
か

ら

末
の

諸
段
に

お

い

て、
「

昔
男
」

が

こ

の

「

翁
」

な

る

呼
称
を

装
っ

て

集
中
的
に

登
場
し

て

来
る

の

で

あ

る
。

　
こ

の

え

つ

か

さ

に

さ

ぶ

ら

ひ

け

る

翁
（

七

十
六

段）

　

右
の

む

ま

の

か

み

な

り

け

る

翁
（

七

十
七

段
）

　

御
お

ほ

ち
か

た

な

り

け

る

翁
（

七

十

九
段）

　

か

の

お

き

な

（
八

十
一

段
）

○

か

た

ゐ

翁
（

八

十
一

段
）

　

中
将
な

り

け

る

翁
（

九

十
七

段
）

○
な

ま

を

き

な

（

百

十
一

段
（

広
本
）

）

○
お

き

の

な

り

あ

し

き

（

百

十
七

段
「

広
本
」
）

　
「

昔
男
」

に

対

す

る

こ

う
し

た

翁
の

類
い

の

形
容
は、
「

近

衛
司
」

．
「

右
馬
頭
」

．

「

中
将
」

等
す
べ

て

業
平

四

十

歳
（
貞

観
六

年）

以
後
の

こ

と

で

あ

り、

専
ら

老
境
に

あ

る

主
入

公
と

い

う
こ

と

と

し

て

無
理

な

く

読
み

と

れ

る

が
、

し

か

し

○

印
を

付
し

た

「

か

た

ゐ

翁
」

な

ど
の

記
述
な

ど

は、

と

も

す
れ

ば

老
醜
に

対
す

る

蔑
み

の

気
持

が

含
ま

れ

て

い

る

と

言

え

よ

う
。

と

こ

ろ

が

前
者、
『

土

佐
日

記
』

の

「

お

き

な
」

『
伊
勢
物
語
』

成
立

私
考

井
上

英

明

は

船
中
に

あ

る

老
齢
そ
の

も
の

の

貫
之

自
身
を

指
し、

言
ま
で

も

な

く

「

老

入
」

の

意
で

あ

る

が
、

単
に

「

お

き

な
」

と

せ

ず
に、
「

お

き

な

び

と
」

と

し

た
の

は
、

香

川

景
樹
の

『

土

佐
日

記
創
見
』

に

よ

る

と
、

「

他
よ

り、

い

や

し

め

ず
い

ふ

詞
也
」

と

言
う
こ

と

で

あ

る。

そ

う

す
れ

ば
一

行
の

長
老
・

総
帥
た

る

自
負
の

気
持
が

そ

こ

に

く

み

と

れ

る
。

こ

の

長

老
・

総
帥
と

い

う

自
覚
は

『

土

佐
日

記
』

に

も

う
一

箇
所

あ

る

「

翁
」

の

呼
称、

す

な

わ

ち、
　一

月

十
八

日

条
に、

こ

の

う
た

ど

も

を

す
こ

し

よ

ろ

し
き

と

き
」

て、

つ

き
ご

ろ

の

く

る

し

き

こ

 

ろ

や

り

に

よ

め

る

セ
　
　

マ
　

　も
　

　モ
　

　も
　
　も
　　
へ
　

　も
　

　へ　
　た
　　へ

ふ

ね

の

を

さ

し

け

る
お

き

な
、

　
で

あ

る
。

「

ふ

ね

の

を

さ

し

け
る

お

き

な
」

に

つ

い

て

は
、

岸
本
田

豆

流
『

土

佐

日

記
考
証
』

は、
「

歌
が

ら

を

み

る

に

紀
氏
み

つ

か

ら

の

歌
な

る
」

べ

き

ゆ

え
、

貫

之

自
身
と

と

り、

景
樹
の

『

創
見
』

も

そ

う
と
っ

て

い

る

し、

現
代

の

諸
家
も

す
べ

て

紀
貫

之

自
身
を

さ

す

と

し

て

い

る

か

ら、

結
論
と

し

て、
『

土

佐
日

記
』

の

翁
は、

謙
退
卑
下

の

逆

と

み

て

よ

い

と

思
う

。

『

伊
勢
物
語
』

と

『

土

佐
目

記
』

に

お

け

る

自
己

表
示

は

か

く

方
法
に

お

い

て

同
一

で

あ
る

け

れ

ど、

内
容
に

お

い

て

異

質
で

あ

り、

し

か

も

『

伊
勢
物
語
』

に

あ

る

「

か

た

ゐ
」

な

る

表
現
を

貫

之

が

使
う

の

は、

　
　

　も
　

　あ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

も

　
　へ
　

　ね

「

こ

の

楫
取
は

日

も

え

は

か

ら

ぬ

か

た

ゐ

か

な
」

と

い

う
一

節
に

で

あ

り
、

あ

く

ま

で

も

無
知
下

賤
な

る

楫
取
に

対
し

て

で

あ
っ

た
。

当
時
に

お

い

て

理

解
さ

れ

て

い

た

「

か

た

ゐ
」

の

意
味
は、

例
え

ば、

乞
児

、

列
子
云
。

斉
有
二

貧
者
適

常
乞
・

於
城
市
4

乞
児

日
。

天

下

之

辱
莫
過
二

於
是
適

『

倭
名
類
聚
鈔
』

巻
二

臼

（
乞
盗
類
）

。

に

代
表
さ

れ

る
ご

と

く
、

そ

れ

は

乞
盗
の

類
に

あ
っ

て、
「

天

下
の

辱
」

と

意
識
さ11

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Meisei University

NII-Electronic Library Service

Meisei 　university

明

皐

大

学

研

究
紀

要

【
日

木
文

化
学
部
・
三
R

語

文

化

学
科】

第
七

号

　…
九

九
九

年

れ

て

い

た

の

で

あ

る
。

「

翁
ぴ

と
」

貫

之
が

こ

れ

を

「

楫
取
」

に

つ

け

た

の

は
、

き

わ

め

て

常
識
的
な

使
用
法
で、

そ
こ

に

戯
画
的

な

ア

イ

ロ

ニ
ー

は

も

と

も

と

存
在
し

な

か

っ

た

も
の

と

み

て

よ

い

の

で

は

な

か
っ

た
か

．

　

も

っ

と

も、
『

伊
勢
物
語
」

の

・．
か

た

ゐ

翁
」

は、
『

愚

見
抄
』

〔

、

条
兼
良
）

で

は、

「

佳
躰
の

心

に

や。

中
将
の

事
を

国
史
に

躰
貌
閑
雅
な

る

よ

し

記

せ

る

ゆ

ゑ

な

り
一

と

い

っ

て、

異
説
が

な

い

わ

け

で

は

な

い

が、

や

は

り

既
述、
『

倭
名
類
聚
鈔
』

・

「

乞

児
」

の

例
を

と
っ

て

卑
下
の

意
に

解
す

る

契
沖
の

『

勢
語
臆
断
』

に

従
う
べ

き

で

あ

ろ

う。

そ

の

こ

と

は、

こ

の

諮

句
を

も
っ

て

申

将
の

自

記
説
を

再
燃
さ

せ

る

こ

と

は
、

…

方
で、

真
淵
の

『

占
意
』

が

い

ま

し

め

る
ご

と

く、

な

お

議
論
の

余
地

が

あ

る
。

少
な

く

と

も
こ

こ

で

は

契
沖
こ

そ

が

旧

注
の

「
非
合
理．一

を
一．
ム
冂

理

化
一

し

た

ま

で

で、

定
家
の

「

奥
書
」

・
「

比

興
謙
退
之
詞
」

を

正

し

く

復
活

さ

せ

た

と

み

る

べ

き

だ

か

ら

で

あ

る
。

　

貫
之

は

晩
年
の

散
文
に

お

い

て

も

『

伊
勢
物
語
』

の

文

脈
・

修
辞
・

技
巧
・

機
智

に

負

う

と
こ

ろ

大

き

く、

し

た

が
っ

て、

貫

之

が

『

宵
今

和
歌
集
』

編

纂
の

折
に

資

料
と

し、

か

つ

『

土

佐
目

記
』

執
筆
の

際
に

意
識
し

た
「．
原
伊
勢
物
語
」

∴
在
五

が

物
語
−

の

形

態

は、

A
、

日

み

る

『

伊
勢
物
語
』

の

形

態

よ

り

も

ず
っ

と

簡
略
な

詞
章

で

あ
り

た

と

思

わ

れ
ワ’9
に

せ

よ、

か

な

り、
「

物
語
化
」

さ

れ

た

も
の

と

み

る

こ

と

が

で

き

よ

う
。

し

か

も、
「

古
今

和
歌
集
』

収
載
の

業
平

歌……．
十

首
以

外
の

形

を

も

つ

歌
及

び

詞
章
も

す

で

に

流
廊
し

て

い

た
こ

と

は、
『

土

佐
日

記
」

の

分

析
か

ら

発

見

で

き

る

の

で

あ

り、

さ

ら

に

こ

れ

を

貫
之

の

休
験

内
に

求

め

て

い

け
ば

、

ま

た

そ

二

に

新
し

い

資
料
を

も

ち

胆
す

こ

と

が

で

き

る
。

例
え

ば、
『

古

今
和

歌
集
』

に

な

い

『

伊
勢
物

語
］

第

六

段
の

「

し

ら

玉

か

な

に

と

ぞ

入
の

と

ひ

し

時
つ

ゆ

と
こ

た
へ

て

き

え

な

ま

し

も

の

を
」

は、
「

弘
仁
よ

り

延

長

に

至

る

詞
人

の

作
」

の

一

つ

と

し

て

貫
之
の

『

新
撰
和

歌
集
』

恋
雑
の

部
に

と

ら

れ

て

い

る

か

ら
で

あ

る
。

12

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　
ー

　

以

五

わ

れ

わ

れ

は、

貫

之
と

そ

の

作
品
を

中

心

に

「

原
伊
勢
物
語
」

の

存
在

を

仮

想
し

て

み

た
．

論
述
の

過

程
に

あ
冖、

て、
「

伊
勢
物
語
』

と

『

土

佐
日

記
』

の

修
辞

ト

の

類
似
性
を

指
摘
す
る

と

同

時
に、

そ

の

異

質
性
を

も
つ

と

め

て

強
調
し

た

の

は、

折
目

信

夫
以

来
心

部

の

諸
家
に

紀
貫
之

を

も
っ

て

「

伊
勢
物
語
』

の

作
者
と

す
る

説

が

あ

る

た

め

で

あ

っ

た
。

周
知
の

ご

と

く、

現

存
、

伊
勢
物
語
』

に

は

貫
之

作
の

歌

が

二

首
（

鵜
馳

計
阻

段
）

混
入

し、

か

つ
、

す

で

に

論
じ

た

ご

と

く、
『

十

佐
日

記
』

と

「

伊
勢
物
語
』

の

う
ち、

殊
に

第
九
段

東
ト
り

及

び

第
八

卜
二

段

惟
喬

親

干

渚
の

院

の

桜
狩
り

な

ど

は

文
体

修
辞
に

お

い

て

た

だ

な

ら

ぬ

共
通
点
が

み

と

め

ら

れ

た
。

と

こ

ろ

が

貫
之

の

特
に

晩
年
の

『

土

佐
』

執
筆
時
に

お

け

る

精
神
上

の

位

遣

は、
『

伊

勢
物
語
』

に

お

け

る

奔
放

な

愛
欲
の

風

流
み

や

び

の

阯

界
に

到
底
つ

な

が

る

も
の

で

は

な
い

。

あ

く

ま

で

も

現

実
に

喪
っ

た

主

従
関
係
と

女

児
へ

の

愛

惜

を

作
品
の

世

界

に

お

い

て

再

現
し

た

い

と
い

う

心

情
的

願
望
に

す

ぎ

な

い
。

そ

れ

は

十

佐
か

ら

の

京

へ

の

帰
任
と

い

う
体
験
的
事
実
が

『

伊
勢
物
語
』

東
下

り
の

紀
行
文
ス

タ

イ

ル

に

た

ま

た

ま

付
会
し

た

に

す
ぎ

な
い

。

　
さ

て
、

つ

ぎ

に

「

原

伊
勢
物
語
」

と

『

土

佐
日

記
』

と

を

結
ぶ

文

学
の

年

次

的
流

れ

の

中
に

あ
っ

て、

文

芸

の

形

態
論
か

ら

言
ッ

て、

両

者
の

中

間

に

位
置
す

る

と

と

も

に、

そ

れ

ら

の

相
関
関
係
の

傍
証
と

も

な

る

べ

き

作
品

11

つ

ま

り、
「．
原
伊
勢

物
語
」

か

ら

心

情
的
な

影
響
を

蒙
り、

か

つ

「

土

佐
日

記
』

出
現
の

必

然

性
を

納
得

さ

せ

る

も

の

を

た

ず
ね

て

み

る
−．」、

ま

ず、

六

歌

仙
の

先

駆

的
な

歌
人、

小

野
篁
の

自
叙
伝
的
物
語

で

あ

る

同

篁
物
語
』

（
彰
考
館
本）
・

『

箪

集
』

（

書
陵
部
本
）

が

あ

る
。

こ

れ

ら

の

物
語
の

祖
型、

あ

る

い

は

粉
本
が

仮
り

に

貫
之

以

前

に

存
在
し

、

か

つ

形

態
も

現

存
本

と

さ

し

て

違
わ

ぬ

も
の

で

あ
っ

た

と

し

て

も、

内
容
は

す

ぐ
れ

て

民

間

説

話
的
で

あ

り、

歌

が

た

り

的
で

あ

り、
「

伊

勢

物
語
』

の

よ

う
な

み

や

び

を

構
成

す

る

世
界
と

は

ほ

ど

遠
い

懇

の

で

あ

っ

た

に

ち
が

い

な
い
．

『

古
今

和

歌
集
』

前
後
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に

溯
及

し

う

る

具
体
的
な

素
材
は

少
な

く
、

「

原
伊
勢
物
語
」

．
『

土

佐
日

記
』

は

無

論、

平
安
初
・

中
期
の

家
集
そ

の

他
に

『

伊
勢
物
語
』

的
世
界
の

直
接
的
な

痕
跡
を

確
定
す
る

の

は

至
難
で

あ

る
。

現
行
『

篁
物
語
』

か

ら

原
篁
集
の

ご

と

き

も

の

を

推

定
す
る

こ

と

が

で

き

な
い

の

と

同
断
で

あ

る
。

　

そ

れ

で

は

他
に

何
が

存
在
す
る

か

と

言
え

ば、

貫
之

と

共
に

宇
多
帝
の

歌
壇
に

活

　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
ヘ　　　ヘ　
　　
へ

躍
し

た

平
貞
文
と

伊
勢
の

御
の

ー
あ

る

い

は
こ

の

男
・

女
に

つ

い

て

の

「

作
品
」

で

あ

る

と

言
う

ほ

か

な

い
。

現
存
本
は

『

平
仲
物
語
』

・
『

伊
勢
集
』

と

し

て

伝
存
す

る

が
、

こ

れ

ら

は

『

篁
物
語
』

と

は

別
世
界
の

き

わ

め

て

現

実
的
な、

私
小
説
的
な

歌
日

記
で

あ

る
。

だ

が
、

両

者
の

作
風

に

お

い

て
、

「

こ

こ

ろ
」

と

「

こ

と

ば
」

に

よ

る

情
念
の

吐

露
の

態
度
は

『

伊
勢
物
語
』

と

は

ま
っ

た

く

異
質
だ

と

わ

た

く
し

に

は

思

わ

れ

る
。

だ

が、

宇
多
帝
歌
壇
に

お

け

る

「

み

や

び
」

の

変
奏
と

し

て

一

考
に

は

価
い

す

る
。

そ

の

こ

と

は

ま

た

次
稿
で

詳
説
し

た

い
。
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